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本日の内容

2

１． 当社の環境取り組みについて

２． グリーンプラン２０１８でのＣＯ２削減貢献量算定

３． まとめ



パナソニックの環境基本方針
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私たち人間には宇宙万物と共存し、調和ある繁栄を実現する崇高な使命が与えられている。
我が社はこの人間に与えられた使命を自覚し、企業としての社会的責任を遂行するとともに、

この地球がバランスのとれた健康体であり続けるために環境の維持向上に万全の配慮と不断の努力を行う。

①環境宣言

②環境行動指針

1991年6月5日制定

③環境行動計画
グリーンプラン2018（2010～2018年度）
グリーンプラン2021（2019～2021年度）



グリーンプラン２０１８の主な目標と結果 （２０１６～１８年）
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項目 目標 2018年度実績

気
候
変
動

製品・サービスによるCO2削減貢献量
（2005年比）

5,500万トン 6,913万トン

工場CO2排出量 原単位▲５％
（2013年度比）

原単位▲14%

再生可能エネルギー自社導入量 1万ＭＷh 2.5万MWh

物流CO2排出量（国内） 原単位▲５％
（2013年度比）

原単位▲2.6％

資
源

工場廃棄物リサイクル率 99％以上 99.1％

再生樹脂利用量 累計4.5万トン
（2014～2018年度累計）

累計7.9万トン

水 水使用量 水リスクアセスメント
100％完了 100％完了

順
法 法令順守（工場・製品） 法令違反ゼロ 工場:2件

製品:0件

主要な数値目標はほぼ達成



パナソニック環境ビジョン２０５０ （２０１７年６月）
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新たな環境行動計画グリーンプラン２０２１を策定（２０１９年）
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・環境ビジョン実現に向け、エネルギーと資源を重点課題として目標設定
・新指標「使うエネルギーの削減貢献量」を導入

課題 2021年度目標

重
点
課
題

エネルギー

使うエネルギー総量に対する創るエネルギー総量の比率拡大 使う:創る＝8.5:1

製品・
サービス

創るエネルギー量の拡大 創るエネルギー量 ３万GＷh以上

使うエネルギーの削減貢献量の拡大 削減貢献量 直接 2.5 万GＷh以上
間接 0.2 万GＷh以上

創るエネルギー事業の拡大 エナジー関連事業の拡大

省エネルギー事業の拡大 IoT/AIを活用した製品・サービスの拡大

工場

CO2ゼロモデル工場の推進 ・水素応用技術実証工場の確立
・グローバル各地域でCO2ゼロモデル工場を1工場以上実現

再生可能エネルギー利用拡大 ・自社拠点再エネ導入 40,000MWh
・再エネ外部調達の推進

エネルギーミニマム生産の推進 ・IoT活用によるロス削減
・工法革新による生産性向上

資源

サーキュラーエコノミー型事業の創出 既存事業と循環経済の関連性マッピングの100%完了

投入資源を減らし循環資源の活用を拡大 再生樹脂利用量 4.2万トン以上 (2019～2021年度累計)

グローバルで工場廃棄物をゼロエミッション化 工場廃棄物リサイクル率 99％以上

継
続
課
題

水 生産活動での水使用量削減

化学物質 生産活動、製品での化学物質による環境負荷を最小化

生物多様性 持続可能な原材料調達を推進

地域社会 地域社会貢献および次世代育成の取り組みを推進

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 環境法規制の順守徹底
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製品・サービスによるＣＯ２削減貢献量 概要（１）
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■算定・開示の目的

・省エネ性能改善と省エネ製品普及に対する、当社の継続的努力を訴求

・製品・サービスにおける環境貢献指標として活用

環境行動計画「グリーンプラン２０１８」で設定した目標

“２０１８年度に５，５００万トン以上”を達成
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5,2695,0325,100

間接的な
CO2削減貢献量

直接的な
CO2削減貢献量
エアコン、照明、冷蔵庫、
太陽光発電、燃料電池 等

車載電池、モータ、
真空断熱材 等



製品・サービスによるＣＯ２削減貢献量 概要（２）
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■２０１８年度
対象製品

製品・サービスによる
ＣＯ２削減貢献量

省エネ
製品

創エネ
製品

デバイス

家庭用エアコン、業務用エアコン、蛍光灯、LED照明、
家庭用冷蔵庫、業務用冷蔵庫、液晶テレビ、洗濯乾燥機、
全自動洗濯機、衣類乾燥機、食器洗い乾燥機、炊飯器、
ＩＨクッキングヒーター、エコキュート、バス換気乾燥機、
加湿器、除湿機、空気清浄機、換気扇、自動販売機、
ジャー電子レンジ、温水洗浄便座、ドライヤー、アイロン、
電気カーペット、掃除機、セキュリティカメラ、ジャーポット、
電話機、レンジフード、プロジェクタ、実装機 など

太陽光発電、家庭用燃料電池

住宅の断熱、コンプレッサ、モータ、車載電池、
真空断熱材 など（外販のみ対象）

ソリュー
ション

ＨＤ遠隔会議システム

製品ごとに算定式を設定し、個別製品ごとの実績を合算して開示

※エネルギー使用量の大きい製品を選定
（１台あたりの消費電力量 × 販売台数）



製品・サービスによるＣＯ２削減貢献量 概要（３）
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【考え方】

【算定式】

ＣＯ２削減貢献量 =
一台あたり

省エネ改善量
製品寿命

（２００５年度比） （地域別に固定）

× × ×

（補修用性能部
品の保有年数）

想定
排出量

（２００５年度
性能）

試算
排出量

（報告年度
性能）

２０ＸＸ年度

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

ＣＯ２削減
貢献量

ベースラインは２００５年度の自社製品
２００５年度以降の省エネ性能改善がなかった場合の
想定排出量と、実際の排出量との差

「省エネ性能改善努力によって回避された
平均的な発電によるＣＯ２排出量」 を表す

排出係数販売台数

■省エネ製品における算定式



グローバルでの算定について
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日本

東南ｱｼﾞｱ・大洋州

北米

中南米

中国
北東ｱｼﾞｱ

欧州

インド・
南ｱｼﾞｱ中東・アフリカ

・ベースラインの考え方は共通 （＝２００５年度の自社製品）

・グローバルを８つの地域に区分し、地域ごとにＣＯ２排出係数を設定

地域によって使用条件が異なる製品は、地域ごとに年間消費電力量を設定

入手できる場合は、地域内の基準を適用

入手できない場合は、最も近いと考えられる基準を適用



算定結果の開示について
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・算定結果とともに算定方法を公開
・記載内容については、第三者保証機関からの意見や指摘を反映
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まとめ
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■環境ビジョンの実現に向け、算定対象をＣＯ２からエネルギーに変更

基本的な考え方、算定方法は継続

■グローバルでの算定

・ベースラインの考え方は同じ

・排出係数、使用条件は、可能な限り地域の特性を反映

■算定結果とともに算定方法を公開

記載内容については、第三者保証機関からの意見や指摘を反映



ご静聴ありがとうございました


